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流通とＳＣ・私の視点 

2013 年２月 24日 
 

Ｉ Ｓaw Ａll Ｋorea（その８）!! 

― 韓国流通業への進出の醍醐味（その②） ― 

（流通とＳＣ・私の視点 1703 より続く） 
 
③韓国はモダン消費からポストモダン消費へと消費構造が移行し、日本のポストモダン消費やニューモダン

消費を経験したノウハウが韓国で活用できる 

アメリカはモノ離れ経済が 1970 年に、日本は 1988 年に終焉し、モダン消費からポストモダン消費、さら

にはニューモダン消費へと進化しました。韓国経済も１人当たりＧＤＰが 10,000 ドルとなったのが 1995

年、さらに 20,000 ドルになったのが 2010 年です。韓国はグローバル経済に特化しているとはいえ、グロー

バル化による経済発展と消費の高まりにより、2006 年頃にモノ離れ経済に突入したと想定されます。すな

わち、現在の韓国経済はポストモダン経済の段階であり、従来型の商品・サービス・情報・コンテンツは

10 年以内に消費減とコスト下落により 70％までの水準になります。 

今現在の韓国は２～４％程度の成長を示していますが、今後は低迷・停滞経済へと進む可能性を持ってい

ます。しかしこの現象は、モダン消費経済からポストモダン消費、さらにはニューモダン消費への経済進化

であり、韓国経済の崩壊ではありません。日本でも 1991 年から 2010 年までの 20年間、ＧＤＰは一切伸び

ていませんが、モダン消費経済からポストモダン消費経済、さらにニューモダン経済への経済転換を見抜い

た勝ち組流通企業は 10～20 年間に 10 倍以上、中には 100 倍以上の流通企業が多数存在します。私は日本で

1991 年から 2006 年までの 15年間に 10倍以上売上を伸ばした流通企業を「勝ち組流通企業」と呼んでいま

す。日本はポストモダン消費で従来型ニーズが 70％に減少しても、ポストモダン消費やニューモダン消費

に適合した流通企業が多数進出して、結果的にはプラスマイナス“ゼロ”の経済ができたのです。 

経済が低迷・停滞したのはマクロの経済現象であり、ミクロ（企業や業態単位）では 10 倍以上成長した

企業や業態がいくらでもあったのです。これを新陳代謝（時代対応できないものは淘汰され、時代対応でき

たものは大きな成長）と言います。韓国の流通は今、ポストモダン消費経済に突入し、今こそ「日本の流通

企業・業態が経験したポストモダン消費経済への適応流通ノウハウが韓国のビジネスモデル」として利用で

き、大発展のチャンスです。 

＜日本と韓国の流通業態歴＞（六車流：マーケティング理論） 
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代  表 六
む

 車
ぐるま

 秀  之   

（流通理論編） 

視点(1704)  

1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代 2020年代 2030年代

日

本

商 店 街 飽和期 飽和期 衰退期 衰退期 衰退期 衰退期 - -

Ｎ Ｓ Ｃ 導入期 成長期 成長期 飽和期 成熟期 衰退期

Ｃ Ｓ Ｃ 導入期 成長期 成長期 飽和期 飽和期 衰退期 - -

Ｒ Ｓ Ｃ 導入期 成長期 成長期 飽和期 成熟期 成熟期

パ ワ ー セ ン タ ー 導入期 成長期 飽和期 成熟期 衰退期

ア ウ ト レ ッ ト セ ン タ ー 導入期 成長期 飽和期 成熟期 衰退期

ラ イ フ ス タ イル セ ン タ ー 導入期 成長期 成長期 飽和期

多 目 的 商 業 施 設 導入期 成長期 成長期 飽和期 成熟期

韓

国

商 店 街 成長期 飽和期 飽和期 飽和期 衰退期 衰退期 衰退期 衰退期

Ｎ Ｓ Ｃ 導入期 成長期 成長期 飽和期 成熟期

ＣＳＣ(スーパーセンター含む) 導入期 成長期 成長期 飽和期 成熟期 衰退期

Ｒ Ｓ Ｃ 導入期 成長期 成長期 飽和期

パ ワ ー セ ン タ ー 導入期 成長期 飽和期 成熟期

ア ウ ト レ ッ ト セ ン タ ー 導入期 成長期 飽和期 成熟期

ラ イ フ ス タ イル セ ン タ ー 導入期 成長期 成長期

多 目 的 商 業 施 設 導入期 成長期 成長期 飽和期


